
 

北海道各河川遡上鮭 (0.Keta)の生態調査 I
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a緒

北海道の 周園に末惟して沿岸各河川に湖上産卵する 鮭の生態を明にし 澗化事業の萬全を期す

ると共に沿岸 並河川忙漁業安定の基礎的貿料を 得んが窟本場に於ては連年に 亘 り本調査を進め
 

つ L ある。之等主要河川 遡上鮭群の年齢組成、 艦辰 、 鎧重出現卒 、 雌雄 上ヒ 、 及牟卵嶽 に就て昭

和15年以降 4 年間に亘 り添田、 江口技手等の 調査結果に依れば 牟卵敷 を除き各項は 何れも調査

年毎に愛 異甚しく―定群國を匝Blする事困難の 状況を示し 各河川毎に互に 開聯を見出し得るに

至らなかったが 乍卵敷に於てほ梢顕著な匝分立認め得られ 本道と子島二島 咽後 、 搾捉) との

間に平均 810粒に達する差を 有し根室濱に注ぐ標津川を除け ぽ本道群ほ常に 2・ 582粒以上の卵を

有し、 干島の河川に 遡上する群 ほ 2・ 400 粒以下であ る 卒が知ら・れた，此結果は本道と 千島との

出池二系統白り匝 別を認め得るものと 考へ られ従来人工的に 極尚の交換を實施せる事なき 事實 より

極めて重要なる 結果と考 へ得る。

秋期産卵の 窟本道各河川に 遡上する舵は通栴アキアジ (アキサケ ) と呼ぽれ トキシラズ (シ

p サケ) とは其洞源系統を異にじ 桁千島沿岸より 北海道周回 及東北地方 両沿岸に末妨する系統

であ る事は多年に 亘，る標識放流試験等の 洞施調査に依 り略明にされて 居る。

南千島オホツク 海に出現せる 此等アキアジ 低四進して北見沿岸を 北四に進み宗谷海峡を 通過

して南に折れ更に口本海沿岸 添ひに南下し東北地方に 注する群 と 、 根室知末年島附近に於て此

群 と分離し市下して 太平洋に出で、 南十烏太平洋岸-に出現して四市進する 群と合流し沿岸 添ひ

に宮城僻方面へ市下する 系統との二 群囲が略明にされて 居る。 北海道各河川に 遡上する鮭ほ即

ち比二系統に 鹿し河川に於て接生せる稚魚が 降悔しF丁半 'f豊富なる海域に 於て成長を遼げ荏卵 4F-

齢に睦せる後市千島沿岸に 於て接岸し西南進して 本道各河川に洞蹄するものと推定し 得られ

る。

之等アキアジの系統的調査 ぽ添田 、 江口等の 外岡田荏が測走単方面より 巳 本海群を更に 二亜

系に隔川し 、 Jlt- k-四郎も前記二大系統を 鱗相比佼 研究により 匝別し史に岡田の 日本海系中二亜

系の存在を述べて 居る 。 又膝日経仁ぼ寄生騒方面より酉別川と千歳川の 洞推系統の異なる 事を

明にされ本道河川 遡上鮭 の系統柘分に多分の示唆 七興へて居る。

昭和W0年度 (T945-46) に於てほ従来苗場に 於て實施し末つた方法を 改室し主として形態的

方面より調査を 進め即ち本報昔ほ其紹週 概要を取 練めたものであ る。

本文に入るに 先ち本調査の 機含を興へ られた野田場長並に援助を辱した 山本、三原、石田各
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技手、各捕獲場槽営者各位に深謝の 意を表する。

(]) 材料入方法

材料 ほ産卵の篇河川に遡上せる鮭の中産卵床附近に於て捕獲せられた 主として成熟親魚を 使

用、最盛遡上期と認められる 時期に現地に 於て調査を行 ひ杓・ 米4tは各河川共大小 無選搾に採取し

特に其偏在に休 る 誤差丘 防止する様に 努めた。調査河川、 時期、個艦拉は吹去の通であ る。

第 ― 表

査 場所               [S  代表河川   個腔数? l s・  調海  
l@．20-2244利尻 水道 @ 天鰹川
l・ 22-2349 日 本 海 千 歳 川

□ ． 2l--2333津軽海峡 知 内 川

l2. 6- 7 50

i9. 6- 8 
1@，30-@2 ． 2走       判刈シュワ ンブトて虹乃 IDD56.

 
 

  

(2) 調 査 項 目

調査事項 ほ漁期間申の 各河川漁推敗、 遡上最盛期 ；魚描測定の三項日を 主とし従水質施し 末

第 l 固つた年齢細． 成、 雌雄北 を蓼考 として加へ魚、

 @-C-@i鰐測定部位 ほ全長 CT1@) 、 緒長 (B1¥ ； 艦亜

(WV) の外頭長 CH1) 、 賭高(@ro) 、 尾柄高

CCp¥ ；吻良ポ が、 上顎長(Mx) ； 側緋鱗

敗@1.1; 、t) 及背鰭,'D-c 川行 鰭CA □ めの位置

とし B1. WV ． I．  at は夫 々其出現状況と

V1 ―   ml/E ， C。/。A 及 "- 。れ□。 の各値に依り各

 
  

P河川相互の 閥係を見た ， 但し D-c ほ尾鰭

_______--Ti-  上葉姑部 より背鰭来底後端迄 の距離 A-c

はほ鰭卜葉始部 より 脂鰭基底後端迄の距離であ る。(第―岡窒照)

(引 調 査 結 果

CA) 漁獲敗及遡卜最盛期

本年度に於ける 各河川の漁獲 敗ぼ第二表の 如 く十勝川 旧太平洋 岸最大の河川で 近時其遡L 急

増の態勢を示し 漁獲敗ほ蛙倒的であ る。河川遡士群の多少 ほ漁具、漁法、捕獲場の位置、 天候

等による影響大きく 漁獲敗のみによつて 上 ヒ較する事 ほ多少の誤差を免れ得ないが―般に 末午汁

及根室沿岸が好調 亡 示し北見海匠日本海沿岸は梢低調であ る。 過去lo年間に於ける 各河川漁獲

干均に劉する20年度 Cl9-15-46D の漁獲状況 ほ第二表の 如く 旧本海沿岸中入 鹿川のみは例年に
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無 き好調を見られる。

第 二 表

考州 名  漁・ 獲練妓  過去l0牛間平均 喰O 械A  備   河

84.3%7． 4l4o8.789 尾l6.203尾;lI盛人

6． 5%l． 4l9o   .670//23.039   /lI歳千

z@ l3.4 劣@420A .134    ;l1  

161.1% 63 .187   164.989    勝-+-

50.6% 28.509   42.'.95    ;lIm酉

24 ． 6乞ら6． 953C28,  147   35,       /H走  285.       計

遡上盛期ほ 6 河川中十勝 ； 網走の両川が最も早く 千蔵川、 天潅川 、 四mU  riの順に約 I@BT宛遅

れ知内川のみ ほ12 月が其最盛期を示し 時期的に梢迎れて居る 。 千歳川、四別州ほ共に前期 (走

り ) 遡上群の終了後更に 後期の遡上群を見られ何れも 共年の佳産を元右する程の群国七形成し

て居る。

第 二 表

 
 

網走川、 千歳川八人 麿川は互に共 盛朋が接近し 其洞淋は標識放流試験に 依りて判明せる アギ

了ジの洞准 経路と略合致する 如 く考へ られるが本・年度の漁獲状況と 千歳川に 封する天照川の盛

期が約 T 旬逗れて居る車低疑問の酷が多分にあ る。又増七沿岸 忙鰯建納業者の言に依れば 網走

方面の灯・ 漁ほ約 T週間の後同沿岸の好漁となつて 現ぽれるに拘 ら，す極めて近接せる 天禰方向O

漁況は培毛漁場に殆/，ど影習を認めないと 云はれ大禰川遡上群ほ 網走、千歳両川遡上群 とは川

群國 とも考へ得る。

(B; 角、 緒 測 立

魚鰐測定部位 ほ前記のかく何れも 現地に於て測定な質 施 @，年齢のみ探鱗の上検鱗装置仕より

奄定したものであ る。

遡河徒の形態 ほ其症卯期の切迫するに 従ひ、 雌碓に依る婁異を増大し特に 雄の頭部の 愛化ほ

著しい。 之等雌雄に依 る愛異と年齢に依 る轡異を知る用測定 尾数全般に亘り其午 均値@・ Mc" ，山

最多出現 けHOd 。)、 出現範園(比L。 ， g。f) (@ 各値七算出し本道産 遡河貯の ―般的形態を 明にせる上□

各河川 BU に族相の調査を進める 事とした，
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CD) 本道産遡河鮭の ―般的形態

(n) 鎧長(Bl) 、 摺重CW) 及側線鱗教CLlat) の出現率

機長の出現 範園ほ47 ． 0c ・ m より85.0R ・ m に及び62.5c ・ m 前後のものが 最も多い。 雌雄川年齢別に

其壁異 を見るとと M 。止は S年魚60.5c ． m 、 4乍魚、 fi2.6c・ m 、 5年魚64.5c ・ m で雌雄共に約 2・f0c ・ m 宛

の成長皮生示して 居る・ 能重に於てほ共範園I・@Rk ぷ より7・ 8k ・ gに及び朋k.s 前後が最多で 有 る 。

年齢及雌雄別に見ると MOd 。 ほ4乍魚雄が最大値 4． 3k ・ g を示し3年魚雌 、 4年魚雄が2・@Rk ぷ で最も

/J、 さく其他ほ3.3k.g で何れも同 仙を示して屈る。 4 年点雌の最大と雄の 最小は特に注意すべき

現象で午均値に 於て 4 年魚堆に封し 5 年魚雄の低位 ほ牒亜の増刀nヵ汁ヒ 較的僅少なる 安を示すか

? 更に精査の必要があ る。

以上年齢、 雌雄MU 、 緒長 、 糊重の出現状 況ほ第四表及第2--@岡の通りであ る。

第 四 去
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― 
62.5l 64.2. ト 5.@4i           TOtd l @ 47 ・ 0□85・ 0l 1

3， l7d@0.65 
3.65+0.83

407 十089

3 l5 十 074

4.32+l.35

4.04+1.l7

3.73+0.9l

第 3 固 鎧 重 分 布 仕・ g)第 2 岡 紐 長 分 布 (C． m)

側線鱗数ほ 共地固125 枚よりT47 枚に及び MOd 。 低134 枚を示して 居る。 鱗数の算定 ほ頚部河

曲せる部より 末柄末端迄判別可能なる 側線七 有する鱗全部七算定せるもので 産卵期の接近する

に従ひ次第に明瞭 亡快き尾鰭姑剖附近より後方低側線の 消滅して 居る個鎧も見受られた，調査

材料の範園内に於ては年齢、雌雄に依る特 BIの壁異ほ認められない。 平均値ほ13S・ 4 日午魚雄)
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が最多で 134・ ? (4年魚雌) が最少であ る。―般に雌に比 し 雄の婁異が大きい。

以上の出現状況は 第五表及第 4 闘A 及B に示した。

第 4 周 A
第 五 表

古 3  age """"-R"n斗 曲iales MOde 1.lat'―Mean 
134 135.4+2.773 l29-l42

134 134.7+3.56Female 4 126-147

5 130-147 134&136 136.0@3.54 @25-l45

136 135.6+4.80

135 136.0@4.46 
 

 
 

第 4 固 B 側線 鱗 数分布

  
ノ

―"    
 

(L) 別/m，。p/Bd "@/M， 及 A-c//D□ 。

頭長の鰐艮に対する比ほ其範 園が 18 ．0

 ―31.0Cm/BlX lo0) に及び雌ほ18.0-31.0

雄ほ 22 ・ 0-31 ・ 0 で雌の璽異の幅が極めて

大きい。 工 ・ 0 差に依 る MOde は雌23 ． 0、

雄 2f ・ 0前後で雄の 頭長が大きい事を 明に

示して居る。 標準偏差は上ヒ 較的小さく年齢別にほ 特に褒異 を認められない。

尾柄高の鰐高に封する上とほ―股に大差ほ無いが年齢に 依つて梢増大し攻第に尾柄の強大とな

る専を示し 、 雌ほ縄 高の増大が無 ・い窟共割合は梢大きい。 出現範園ほ26 ・ 0-41 ・ 0C の/B"X100) に

及び I．0差に依 る MOd 。 ぽ 5 午魚雌のみ 32 ． 0を示す他全部 31 ・ 0で同値であ る。

吻長の前顎艮に封 する比ほ 30 ・ 0-93.0CM/ 。。 ， xio0@) に及び標準偏差は 梢大きい。頭長と同様

に雄の蝕値が大きく愛異が 硝判然として 居る。 年齢に依る偏差は 顕著では無いが 其幅は 4 年魚

が最大で標準偏差も 極めて大きい。

背鰭及脂鰭基底後端 より尾鰭上葉始部迄 の距離は共範 園 21・0-@l0.0CA-7B-cXIoo)に及び憂

異の幅は梢大きいI・ 0差に依 る MOde は叩・0"巳雌雄年齢に依 る愛異は殆んど見られない。 各平均

値範園 M 。乍 は第六表及セ弟5-6 闘に示す通であ る。

以上機 艮及糊重は共に年齢に 依り明に 鐘異立示し 川 /EI 。。/Bd 加伝 は夫人雌雄に 依る壁異

が梢観著である。支 1・ 1at と A-c//D-。 は何れも雌雄年齢に 伏る特別の壁異を示して居 らない。

側線鱗致は其範園 125放―147K 及び共 MOde はI34枚を示して 居る。 側線鱗敷は頚部摩曲部

より屋柄末端迄判別可能を有する 鱗を全て算定せるもので 産卵期の近接するに 従ひ次第に明瞭



6

を紋き特に尾鰭始部と鱗の末端との中問部より 後方は側線を 消滅して居るものがあ り調査材料

の範園にては年齢、 雌雄に依る特 Su の愛異 は認められない。 平均値 3は年魚雄の H8 ・ 4枚が最多

で4乍魚雌 134 ． ?放が最少であ る。

第 六 表

    age 
 

  

 

 

  

 

TOtal |
 

 

Su

  
 

 
 

 工
午
士
士

6
3
9

土
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第 7 岡 S， ，/MX， 分 布 
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第 8 固 Ad- 。/D □ 。 分 布 (%)C2) 各河川別遡上鮭 (@形態的比較

魚能各部の測定値 並其比は上述の如 く年

齢雌雄に依つて 其憂異が比較的大きく 全般

的に比較する 事は困難なので 全て4 乍魚雌

を封照として 共開係を検討した。 其結果は

本年度の調査が 主として本道産湖上 鮭の―

般的形態調査を 日的とした窟個鎧敗が極め

て制限せられ河川別比較査ほ未だ充分では

血い。

鰐長の頭長に封する比 (，H7ElX ェ OO)

各河川共に 2;i.5乃至24山の間を MOde とし典範園は 2] ・ 0 より門・ 0 に及ぴ壁異の幅は十勝川が

最も大きい。 出現範園；モード；午均値は第六表に 示す如 く天魔川、 千歳川は共其値が梢大き

く 頭長の大吉 い棄を示して 居る。 各河川の開係は知内川、 大麓川 、 干茂川の三河川並網走川、

十勝川の二川が 夫 々 平均値、 モード共に近接し、 四wU 川のみ描立して頭長が 最も刀 、 さい。

網高に制する 尾柄高の低 CC/BdXIoo)

全般的に見て 壁異の幅が硝廣く 29． 0-41.0 に及ぴモード ほ 30.5C 千歳) より 粕れ十勝)に互つ

て居る 。 知内山、網走川の二河川 及大盤川、 酉別川の二河川は 夫人互に平均値、 モード共に近

接し其他の二河川は 特異な両端系を 示して居る。

内長の前顎長に封する低 cs"・ /山X100)

測定値中堅異の 幅が最も廣 く別．0-93.0 に及ぴ前者同 俵網走川が最も 愛異に宮んで 居る。 I・ 0

間隔によるモードは 祀． 5(十勝) より 63.5( 天踵) に及び、 酉別、 知内の両川 は同値の出現数が 多

く眞のモードほ求め難い。 ―般的服 況は酉BUJI@、 十勝川、 天鱒川 、 網走川、 千歳川； 十勝川及

知内 川、 入璽川等が夫 々 互に近似値を 示L 居るが共地相互問には 梢大吉い開があ り、此数値は

地方的と 云わんより、個摺的愛異が極めて大きい 様に老へ られる。以上の閥係之第八表に示し

た。

第 八 表
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側線鱗敗及 A- 。/D □ 。 は何れも前述の 加く雌雄gl@、 年齢glによる婁理を示さなかつたので 各河

川共測定園摺全部に就て各河川相互問の 開係を見た 。
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側線鱗欺 cu． 几t)

側線を有する 鱗は個縄により 特に尾柄末端に於て明瞭を練くものがあ つたが判 au可能鱗を全

て算定せるもので 特に不明瞭なものは 之を除外した。 全個鰐 に依る出現 範園は 125 枚より 147枚

に及び共施 園は梢大きくモードは 千歳、酉別刷川が 1,@3枚入 、 網走雨川が134 故で何れも同位

を示し十勝山は T36 枚知内 /llは139 枚で特に多敗を 示し之等各河各 河川別に夫 々 の平均値 (M) 標

準偏差 (Q) 及確率誤差 CPE) を求めM 。 M" 亘3ア□二 +P瓦 に依り相互の 閥係を見ると午均値の

近接して 居る十勝川と網走 川及大盤川と四別川が 特に近練亡示すのみで 其他の河川は何れも 相

0． 06 ス天踵川 、 西川 Jimほ夫々

互に閥聯M が薄い様であQ PE る。即ちMI十勝川；網共ぎQ， lの平均値CM)標準偏差 (Q)及確率誤差 (PE)は
夫人 I35.67士 2.33 ； 0.T57 及135.65 士 3.05, 0.253 で ―グM1,-MrE!―――@ 丁PEg-。 二

M Q PEM Q PE

I34・24上1.86、 0.t66 及 I34.04土 九19、 10山'01 で、 ア監古示芹L 二 0上で何れも近縁を示して届 る。
其の最も敷値の近接して 居る網走川と四別州 ほデ監*き去三二 4・ 09 ス入簾川と網走川は

ア監京空走 ;=4.09で何れも梢相互の閥聯に乏しい。以上の閥係は第九表に示す 通である。

第@ it, 表@

 
  Eange Scales @ | MOde MOde     1.   latl| Mean   T.@ Eange -r | t'r" MOde J@  '"" TIT Mean NumberKlner

   
A"/D- 。 は其出現範固21 ． 0 より40.0に及び M 。(}@>は知内、入 27"0 網走、 十勝却． 0 酉別 、 千

歳29で何れも同値を 示して居る。

標準偏差は比較的 / 、さく十勝川の 2.8I7 が最大であ る。 之等各河川の相互の 閥係は知内・天

藍、 十勝・千歳、 天鹿 ・網走、網走・十勝 及網走・四別が夫人近絃を示し極めて 普遍的で地方

的慶異に乏しい安を 現して店る。即ち知内・天確の午均値、標準偏差、 確率誤差 ほ夫々 27． T6

士 2.0I5、 0.I71 及 27.80土 ].773、 0.155で 器品，2・ 7 十勝・千歳は 夫人の確率誤差で

0・ 19、 0 ・ 149で ア監;干芸硅丁 0 ・02 天腫・網走は網走の確率誤差が 0・ 199で雨川の開係低 I・ 95 網

圭 ・十勝の開係は 比上 又網走・四別 は四別の確率誤差が 0.T57 で両川の閥係ほ @-7で何れも相互-

  ， 四別 ・千歳が4． 4でに閥聯が深い" 其他の各河川相互の 閥係は網走・知内が ヲ考詰手詰万二4 。  

梢閥係が稀薄であ る。

鎧艮艦亜 出現率

全河川の午均艦長及縄重は前記の如 く年齢に依 り―定の成長 亡 示し各年齢魚混合にては比較

的困難の偽 4年魚雌雄のみに依り 検討した。 縄長の出現範園はW6 ． 4-7(@ ． ()c． m の入鹿川が最も大

きく如内川の60 ・ 3-76-0c ・ m が最も狭い。 Ic ．m 差に依 る @VFOne は網走川、 千歳川が62.5c ． m 四別州 ；



@

十勝川が 64 ・ 0c ・ m で何れも同値を 示し知内川が ?工 .5c ． m で最大値生示して 居る (午均値は千歳川

が大形のもの 比較的多き 用最大となり網走 川は研．33c ． m で特に小形であ る ) 知内川の最大 形ほ

連年に亘る現象と栴せられ地河川より 種苗を移入放流せる 事無く今後の 研究に侯つ虚が多い。

艦重ほ酉別 Jllの最少が特に 日立っ地大 鎧に於て能 長に準じ緒長に 封する堕化は認め難い 。 第

―0 表参照

第 ― C 表

 N'umber Rinlr  -------BOd4yleng@hEangc l MOde □ □Mean□-□□  □□Range ・□□□□BOdy | □，□MOde lueight□"□ □I □□Meau□□ □□

44  .l6 
P t.46 

網 走 W 54，れ73 ． 5@

111572L55 69.50 3.0-7 ． O

58a33 2.l-5 ．0

知 内 J1 60 ． 3-76 ．0

l83．90 6l,80 2.2-4 ．864.   西 別 州 53 ．5-77 ． 0

66 i.64 64.50 l.9-5 ． 763.  J@1 52.5-74.5-i-

  1.87 6l.90 l.2-6 ． 4ll@46.4-76.0 
64.  天

49 1.04 
   千 歳 M 57 ． 5-77 ・ 5

年 齢 組 成

各河川別に依る 年齢組成 ば第――表の如 く四別州、大礁川は 3午魚最多、網走川、 十勝山、

千歳川 ほ 4年魚が堕倒的に多く夫 々 近似の組成を 示して居るが知内川のみは 3 年魚 4 乍魚略同

敷で梢異なる組成を 見られる。 又十勝、網走の両川は5 年魚の出現 30%前後に及ぴ高年魚が 多

い。

第 ―― 表

4 年 魚年1l 計 ワ 5l s河川名                    

20 1   網 走 川

  

  
1114q2409 l8  知 内 刈

 9l l I3 l4 四 Eサ 刀 l

31)6 663135   十 勝 川

   4334 25天 竺 川

三@ 三
 

1
 41   千 歳 川

約要

X 漁獲数及遡上最盛期

漁獲高ほ十勝川が壁倒白りに多い他天鹿川と酉別川が例年に 比し梢好況を示して 居る。 又網走

川は例年より僅に漁獲多く千歳川 ほ略午午漁 を示し知内 川は午午漁に達して居ない。―般的に

見て太平洋及根室方面が妊漁 亡 示し、北見海庖、 日本海、津軽海峡の順に 女第に薄漁となり、

日本海、北見侮匝の中間に位置する 利尻水道の好漁 ほ梢特異性を認め 得られる。

遡上盛期ぼ最多漁獲を示した 10 日間を中心として 前後I ケ月間を以て現し 連年多少の遅速は

認められるが 根本的に移動する 事は無い。 各河川の最盛期は 網走川と十勝川が 最も早く I 旬遅

れて千歳前期、 天監川 、 酉別前期と績き更に工 句遅れて知内刈 友千歳、 酉別雨川の後期と 績い
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て多数の遡上を認め得られる。

X 能長及鎧重の出現率

艦長の出現状 況ぼ―般に上ヒ較的南部の河川に 遡上する群が大形を 示し根室、 北見方面に 梢小

形となって 居る。 知内川の特大 形は座倒的で千歳 川群が之に次ぎ網走川が 最も小さい。 又鵠重

に於ても略此開係を現し特に 愛化を認め得ない。

米ツ"，。pノ，ldー加/Mxx

4 年魚雌に於げる艦便に封する頭・長の割合 げ，7B@xwo0) は 24 ・ 5-23 ・ 5 が最も多く共 範園は

20 ． 0―凹． 0 に及び愛異ほ上ヒ較的小さく標準偏差は 網走川の 2,@． 9 が最大であ る。―般に日本梅側

の各河川遡 L 群の頭良が大きく太平洋、 北見海匝 、 柾空梅峡の順に 小さくなつて 居る。

緒高に対する 尾柄高の割合 (c。/" 。 x100C は十勝川が最大で .@@5・ 5 七 示し測定金 個緒の範園は

梢廣く 29 ． 0-41.0 に及び標準偏差は 網走川の 2． 41 が最も大きい。 千歳川の姥柄の 細り、 と十勝山

の強大とが特異形を 示す以外 各河川別相互に大なる 璽異は認め得ない。

前顎皮に封する吻良Q 此 (日ゾ M， X100)1 は壁異の幅が最も 廣く 、 標準偏差は 5・ 65 の知内川が

最大であ る。全個艦に 於ける出現 範圃は ,51． 0-93 ． 0 に及び河川別には 相互に何れも 開聯が深く

地方的擾異に乏しく個 燈褒化の極めて大きい 華を示して 居る。

X 側 線 鱗 敗

側線鱗敗は年齢、雌雄に依 る愛異が殆んど全般 白り O 出現範園は125 才父 ―N7 枚に及びSOU ぬい ue

Q930) のシロサケを含む H5-H0 枚の範園に近い。 各河川別のモードぼ 地方的に梢特徴を認め

。 其出現範園ほられ西別川 、 千歳川群の I33枚と知内川の T39 枚との間に 6 枚の差を認められる

]25-147 枚の知内川が 最大で 125-―TW 枚の犬照川が最も少い 。

東。"。ん□「

尾鰭始部 より背鰭、脂鰭問の距離の此 (A-ヅ。-c) は側綴鱗敗同様に年齢別、 雌雄川に璽兵を

認められす・ 其出現範固は刀 ． 0--40.0 に及びモードは 知内、大鱒両川の 27 ・ 0 、 網走川、 -ト勝川

が2cS． 0 、 四別 、 千波刷川が 29 ． 0で何れも同値を 示し標準偏差は 十勝川の 2.ST7 が最も大きい。 各

河川別E は何れも数値が 近接し極めて 普遍白りで地方的特徴に乏しい。以上各調杏半 項に就て地

方的に相互 開聯の比較的近いものを表示すれば 第―二表の如く 、 今後引績き調査を進めた 上で

結諭を得んとするものであ る。

第 ― 二表
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